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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、間期に細胞質とゴルジ体の間でリサイクルされる表層膜タンパク質です。これはリン酸化によって制御されています。脱リン酸化タンパク質はゴルジ体膜に会合し、リン酸化されると膜から解離します。Ras関連タンパク質1は、小胞体からの出芽時にこのタンパク質を被覆タンパク質複合体II（COPII）小胞にリクルートします。そこでこのタンパク質はCOPII小胞会合SNAREのセットと相互作用して、ゴルジ体への標的化を促進するシスSNARE複合体を形成します。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年2月],ドメイン:球状の頭部、細長い尾部（コイルドコイル）、および高度に酸性のC末端ドメインで構成されています。,機能:ゴルジ体スタックの槽間輸送に必要な一般小胞輸送因子。トランスサイトーシス融合および/またはそれに続く小胞の標的膜への結合に必要である。標的膜と相互作用し、小胞膜と標的膜を近接させることで、小胞アンカーとして機能する可能性がある。,PTM：細胞周期特異的にリン酸化される。間期にはリン酸化されるが、有糸分裂細胞ではリン酸化されない。脱リン酸化タンパク質はゴルジ膜に会合し、リン酸化は解離を促進する。,類似性：VDP/USO1/EDE1ファミリーに属する。,細胞内局在：間期には細胞質とゴルジ体の間で循環する。,
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	USO1抗体を用いたMCF-7細胞、HeLa細胞、Jurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したp115ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	p115ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

